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I] rローデシアのアフリカ人農業』

t B. F. Massell and R. ¥V. M. Johnson, i1Jrican 
r Agrirnlture in Rhodesia: Aπ Econometric 

九＇111dy, Santa :¥ionica, いえtli[orni:1. The Rand 
( ・orpor:1tion, 1966, 127 p. 

；本番l土，ローヂシアにおけるニつの型のγフリカ人地

域，すなわち，共同体的土地所有のもとにある「原住民

指定地J(Native Reserve）と，私的土地所有のもとにあ

る「原住民購入池」（NativePurchase Area）の農業経

♂を 2人の研究者によってそれぞれ.＼JIJfr/;Jにおこなわれた

実態 i!Wil'のデータに基づいてヲ比較・伶H士したもので

干1る＇・ j下iKは，もとローデシア・二ニヤ！ト h ド大学のジ

1ンゾ＞ (R. W. M. Johnson）期計：、 l%1山 61年iこ，

+ '7 .T. ＞エ原ft民指定地J(( 'Iii川，'1,e:'¥ative Reserve) 

をサンプノレとして調査したものであり，後者は，ローデ

シア幾林事務官のジョンソン（D.T. Johnson）氏が，

1961～62年に，「ダーウィン原住民購入地」（Mt.Darwin 

Native Purchase Area）をサンプルとして調査したもの

である q 両地域の調査は，もっぱら外部からの財政援助

に上一〕ごおこなわれた。すなわL，一部i.t fJ ・；タフエラー

叶刊の弓ンド・コーポレイシ 1> (Rand （けrporation)

に汁十ろ’布付金，また他の一市Ii:. "I> ；：・・コーポレイ

シい〆 i'IJ'j'の調査費で，その'i'f;i）：ρ！、かt;:_ j ＇れたのであ

る。

箸者はマッセ／レとジョンソンの 2人になっているが，

実際はおそらく「原住民指定地」の実態調交をおこなっ

たジョンソンが， 「原住民購入地jでのデータも集積し

である程度の分析をおこない，そのドラフトを基にして，

f ノイ.＿：，・ と共同で，生産関数；二上る氏’京！ペプノレの分析

を！；it i{eJI下JIこ深めたものとJgわれる門 ＇L>'t限教による分

111 で長〕る以上，関心の中心t上 1附也j~£0）住吉：における生

Ji'1TWおの投入量E生産物の産iiiほと♂）問係企比較・検討

十ろことにあったのは当然である。｝十／'i'i' 1斗「F芋論iの

ところで，次のように言っている。すなわち， 「本書の

内容は，ローデシアにおける農業低開発性の分析であノ

書 評ニニこ±ニニ

C，γフリカ人農業における低生産fl:：の要問と，生産性

向上（／>;'.lll'.¥Jに関する分析的・経験的検Hを促示すること

tこなにkりもPll心があるJ(p. 1）と。

校行ぴ） 1人であるジョンソン教授は，”、ド古ーが1%3年か

ら1965{foまで，ローデシア・ニヤサランド大学に客員研

究員として滞在中，経済学部で親しく研究生活を共にし

た人であり，ことに「原住民指定地」における労働移動

の問題については，つねに先輩格として種々助営と指導

を与え亡〈れた人である。ニュージー弓ンド生まれのイ

ゲリス人だが，その瓢々とした風貌にもJnーにその仕事

ぶ，J:rJ：に知力；＇r'.Jで，おそらく当待学部にいたFアn-の中

ては古代・論文の発表がもっとも多し、 l人だ＇）たと思う O

~1,(r!.(:t ！九業経済であるが，ローデシア・ニヤサランド大

学では，幾学普~で経済の講座がないし，また経済学部で

残業を中心にやるのはジョンソン 1人だったから，かれ

の学問IJ的蓄積は中央アフリカ研究のうえでも貴重な存在

として商く評価されていた。ともあれ，かれは，ローデシ

アの「一方的独立宣言」にまつわる「マルレケ事件」の

f>・hラ九三 ζi攻府から好ましからざる人物の i人として，

他の多くのHi花な同僚とともに大学目白われ，いまf士故

郷三 p ージーランドの大学で教鞭をと J ている。

か仁うに， nh民自身その人間と学P¥lに税しくJ去してき

たジ日ンソン教俊が新著を公にした心とを聞き，それに

またもっともすぐれたアフリカニストの l人であるユー

デルマン CM.Yudelman）教授によ q て事前に校訂がな

されたことを知って，本書の上梓には特別の関心をもち

その内容も特別の感銘をもって読んだ。

II 

.'I: IっXi1 •？の r J争論jでは，ローテシアのγブリカ人

民主i= i山、だJれる紙生産性，低産LI＇，，農村生 i,f,・への嫌

怒と都市への流出，といったような，ダイナミックな経

済成長への阻害要因は，世界の他の低開発国に共通の問

題であり，これらの問題に関する真撃な研究が比較的乏

しいのは「低開発国の開発戦略で農業にプライオリティ

ーが f置かれることが少ないためである」（p.1）とし，本

-;t：に，J；生主jL允 ＼1ーデシアにおけるアブリカ〆人メト肢の分

析も、 その多くはアフリカ諸国の農業問題，さムに広く

fll 'l/--1.ヮHt開発国問題に調達さるべきものとしている。著

行l土手こで.'leず，分析上の目標として，農業生産性向上

の見通しを険.nrるが，それは若干の政策的合怠と結び

ついてヤること，また，方法論上の問題点として， 「生

産悶係」というトウールを用いるが，それは概念的にも
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書評

たためもあろうと思う。もしそうだとすれば，保有地に

ある可耕地が一応限界まで開拓された後にはじめて提案

さるべきものではなかろうか？著者自身は別の個所で，

入依農民による雇用労働の壮大と、化ふ肥料利用の増大

を7J、｜喰しているが，それ「Bがtrんらかのljj去で実現され

れば，；J、保有地農家の創ぷl土あまり j ＂ソトがなくなっ

てくるにちがいない。まして、民主，n'ti¥f乙が，機械化

山抗運という形でおこなf),jl.るII寺がくれif，ノj、保有地農

家はむしろ農業生産力上昇のためにむしろ邪魔な存在に

なりはしなu、だろうか？政府が本当に「原住民購入地」

の農家を独立自営の専業農家とすることを目標にしてい

るのなら，機械化の推進はむしろ，そのための積極的な

措慢のーっとなるはずだからである。

;.ti :3 ：こ，f原住民購入地JLヤ4,:iこ仁之：，J;'t ＇＼＇；生産力が「J，~t

I 己目指定地jのそれよ町 ij ).'h亡 ，，：，＼ ', 、ことを示すため

に， 汗者は調査結果に基， ；，，、て＇ ；主！日制点，； 9 f古， Z反売額

がJ,,,ifふ農作物所得力活 1/:',':: ' 、う数’I：をあげているけ

れども，これはそのまま店業生産）Jの出足を反映しては

いないであろう。なぜなら，これらの数字はすべて農家

当たりであり，単位面積当たりではなL、からである。つ

まり， 「原住民購入地」農家は， ru;q1氏指定地」のそ

れに比べて，保有地が大きく，家族数が少なし、から，：u
［？）＇，｝） 産出額の比率はかなり刈rJ＼さミJl ；.汁土ずである。ま

／二lzfiむ額については，商.＇ 11',/1二rに11d立＼＇W系があるし商

,'r 

アジア経済研究所刊行

るとはかぎらないのではなヤか？ それだけでなく，こ

れらの価額は明らかに，マーケッティング・ボードの保

証価格でなく，地場市場価格に基づいて計算されている

かム，地域内での商品交換の機会が乏しい「原fJ民購入

地j良家の上場fH土，所得についても実質的にはやや過大

,,I＇怖されて L、るように思われるO

Ii'dをに， J'},Jての諸点に根本的にかかわりをもつことで

あるが， 「D；（住民購入池jが一応は「脱者11族化jをとげ

た農民によって構日立されているとしても，市場経済に組

み込まれたとU、うことでは出稼労働者の場合と同じで，

「脱部族化Jが農業生産者の勤労；意欲を本当にどの程度

尚めているのか実情はわからない。そのためにもこの調

資データ分析の中には，市場販売について，その価額だ

け （jj_く，五[fi格反応の実態を示す指数J;,,JJIIえてもらうと

上か Ffこと思う。農業生産力の上昇が社会変革として意

II；、をιっとL、うことが，この場fパー分納得されたうえで

む二たわれたら本書の説得力はい pそうお宝 J I えであろ

う。 ［農業の改善i士制度的な変革によってのみ；可能だと

考えているエコノミストもいるが， 『ダーウィン原住民

購入地』の業績はそれとは反対の証拠を提示している」

という幸害者のしめくくりの言葉には，むしろ本書の大き

な弱点がかくされているとみるのはいい過ぎであろう

( ,j)'.j J士研究／；j; !1' "{l) 
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